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３．研究概要 

(目的) 

眼底写真から予測した眼圧と全身の検査結果から予測した眼圧を比較する事。 

 

(対象と方法) 

ヘルスサイエンスセンター島根で人間ドックを受診し，判定可能な眼底写真がある 2577

人 6272 回の検査を対象とした。眼底写真の deep learning (DL) model から予測した。ま

た，画像データ以外の血液検査などの数値データから multivariate linear regression model 

(MLM), along with least absolute shrinkage and selection operator regression (LASSO), 

support vector machine (SVM), Random Forest: (RF)により眼圧値を予測した。 

 

(結果)（表１，２） 

眼圧の予測値と実測値の差は，MLM で 2.29 mmHg, DL で 2.70 mmHg で MLM の予測誤

差が小さかった。marginal R-squared (mR2)で評価した予測精度は，MLM で 0.15, DL で

0.0066 で MLM が優れていた。LASSO, SVM, RF の予測誤差は 2.24 から 2.30 であった。 

 

表１：予測誤差 



 

 

表２：予測精度 

 

 

（結論） 

カラー眼底写真の深層学習による眼圧予測は，全身検査結果による眼圧予測ほどは優れて



いなかった。 
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